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・ 世帯の単身化の進行や町会・ 自治会と いった地縁を基盤としたつながり が希薄になる中、

  8 0 5 0 問題やD V、虐待、子ども の自殺の増加など「 孤立」の問題が深刻になっています。

・ 困難を抱える人や家族が孤立の中から 地域や支援者につながるためには、分野別の相談

  窓口を開設しているだけでは不十分です。困っている人に早期に出会う ための取り 組み

　が求められています。

・ 複合化し た困り ごと を解きほぐし 解決を図っていく こと は簡単ではあり ません。 困難を

  抱える人の意欲や思いを最大限尊重し ながら 、継続的に関わり を持ち（ 伴走支援）、横で

  つながった地域や関係機関がチームで支援していく 必要があり ます。

■ 現状と 課題

・ 地域に関心を向け、自分の生活範囲の中で 顔が見える 関係づく り を 心がけます。

・ ネリ ーズに登録し 、ネリ ーズ通信やネリ ーズ交流会を通じ て、他のネリ ーズから 地域活動

  のヒント を得たり 、自身が心がけて取り 組んでいること を発信します。

・ 困っ ている 人や心配な様子の人がいたら 声を かけてみたり 、地域の相談役や近く の

  練馬区社協の拠点などに相談します。

・ 民 生・児童委員や保護司会を はじ め、特定の目的を 持っ て活動し ている 団体などは、

  活動を通して見守り を行い、 状況に応じ て相談窓口につなぎます。 困っ ている 人が不安

  を 感じ ている 場合は相談窓口に事前に電話し たり 、一緒に行く など安心できるよう に

  提案します。

■ 地域での取り 組み

・ 福祉の総合的な窓口と し て相談を 受け止め、相談し た人が安心でき るよう 丁寧に対応

  します。 適切な相談対応ができるよう 研修等を充実さ せ、相談対応の強化を図り ます。

・ 練馬区から 受託している「 重層的支援体制整備事業」では、地域福祉コーディ ネーターが、

  地域に出向いて相談を 受け止め（ アウト リ ーチ）、相談者に寄り 添っ た継続的な支援の

  充実に取り 組みます。

・ 練馬区社協の拠点やねり ま社会福祉法人等のネット と のつながり を生かし 、関係機関や

  地域住民 （ ネリ ーズ）と 連携を 深め、既存の制度で は対応で き な い複合的な 課題に

  対応します。

■ 練馬区社協の取り 組み

誰も が安心して 相談で き る 場や
人と つ な がっている

目指す 姿

包括的に相談を 受け止める
取組項目1

柱 1
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困っている人を 一人にし ない

民生・ 児童委員 玉井さ ん

ぶど う の木

　 地域の中で 何かで き な い かと お 客さ んを 見

守っ ている温かいコンビニのお話です。

　 ある 時、お客さ んの中にお風呂に入れているか

心配な 方がいまし た。店長はど う し よ う かと 考

え、日頃から 関係ができ ていた障害者

地 域 生 活 支 援セ ン タ ーう い んぐ の

スタッ フ に相談し まし た。その後、地域

包括支援センタ ーと つながり、その方を

一緒に見守っ ていく こと になり まし た。

　「 ぶどう の木」は、D V や虐待、ハラスメ ント の被

害を 経験し た方々が集う 安心安全な居場所です。

毎月自助グループを開催し 、個別相談や同行支援、

勉強会等必要な支援も 行っ ています。家庭にも、

社会にも、暴力は必要ありません。

～代表 森さ んから のメ ッ セージ～

「 ひと り で悩まないで！大丈夫。ひと り じ ゃない！

同じ 苦し みを 経験し た仲間が待っ ています。」

～当事者の声～ 相談前の気持ち

「 私の気持ちは誰にもわかってもらえない、話せな

い、独り ぼっち …孤独でし た」

「 ぜんぶ自分が悪いと 思っていた」

「 誰か助けて！と いつも 心の中で叫んでいました」

ぶどう の木と 出会っ て

「 相談をして一人で悩みを抱えこまなく なりました」

「 夫から 何もできないと 言われたけど、

私にはできること がある、力があると 思えた」

「 今は辛い思いをしている人を

助けたいと 思い活動しています」

　「 灯火」は、不登校、

ひきこ もり 、発達障害

の家族・ 当事者を対象

として対話交流会や親

の会、講演会等を 行っ

ています。

～代表 古賀さ んからのメッセージ～

「 大変だったよね。自分らしく いればいい！扉を開け

続け活動をする中で、家族・ 当事者が出会い、お互いに

癒さ れ、生き るのが楽になるよう 願っ ています。」

～当事者の声～ 相談当初の気持ち

「 どこに相談したら いいのか、 どう し たら いいのかわ

からなかった」

「 世間体、世の中の価値観にしばら れていた」

「 子( 親) の気持ちがわからないので聞いてみたい」

灯火と 出会って

「 みんな悩んでいること を知り 、 自分一人ではないと

感じ ました」「 言葉にできなかった感情が仲間の言葉

に出会って見えてきた」「 自分の視野が広がりました」

　 民生・ 児童委員は、住民の立場に立っ た相談・ 支

援者であり 、自ら も 地域住民の一員とし て担当地域

において見守り 、声かけ等を 行っています。

「 地域の住民の皆さ んから 身近な存在に思っ ても

らえるよう 心がけて活動し ています。

困り ごと は様々です。声を 上げら れない人、

人と の関わり が苦手な方も います。

時間がかかっ ても 丁寧に話を 聞き

信頼関係づく り をし ています。」

　 誰も が 暮らし やすい地域を願う ネリ ーズ、地域の身近な相談役である民生・ 児童委員など、地域

には様々な力を持つ住民がいます。

　 また、「 ぶどう の木」や「 灯火」など、様々な課題に対してグループを作り 、活動している団体もあり

ます。公的な相談窓口も 含め、そのよう な人や団体が横につながること で、孤立が深まる前に周り の

人が気づき、 解決に向けた応援につながり やすく なり ます。 誰ひとり 取り 残さ れること のない地域

を目指します。

ネリーズ コンビニエンススト ア店長さ ん

地域でこ んな 取り 組みが

広がっています

灯 火
と も 　 し び


